
文
語
日
誌
（
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
五
日
）

東
京
古
書
會
館
古
書
市
（
愛
書
展
ほ
か
）
收
穫
品
よ
り

一
「
大
日
本
思
想
史
」
井
上
哲
次
郎
・
平
原
北
堂
著

（
敕
語
御
下
賜
記
念
事
業
部
、
昭
和
十
八
年
刊
、
定
價
二
十
五
圓
）

序
に
は
「
水
戸
光
圀
に
よ
つ
て
編
纂
さ
れ
た
大
日
本
史
は
明
治
維
新
の
鴻
業
を
完
成
し
た
が
昭
和
の

我
々
も
何
か
一
つ
の
事
業
を
爲
し
遂
げ
た
い
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
相
應
し
き
内
容
と
な
れ
り
。

冒
頭
の
「
日
本
精
神
と
教
育
敕
語
」
は
大
御
所
井
上
哲
次
郎
先
生
の
執
筆
。
「
教
育
敕
語
の
眼
目
と
云

ふ
べ
き
は
『
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天
壤
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
』」
な
る
由
。

本
文
は
平
原
北
堂
氏
の
執
筆
。
第
一
卷
大
日
本
建
國
史
、
第
二
卷
日
本
神
道
史
、
第
三
卷
日
本
哲
學
倫

理
思
想
史
、
第
四
卷
日
本
武
士
道
史
、
第
五
卷
日
本
宗
教
思
想
史
、
第
六
卷
日
本
社
會
主
義
史
、
第
七
卷

日
本
精
神
の
絶
對
解
説
書
よ
り
成
る
。
た
と
へ
ば
、
廣
瀬
淡
窓
に
つ
き
て
は
、
「
老
莊
の
學
を
説
い
た
が

決
し
て
其
の
弊
に
陷
る
事
無
く
、
反
つ
て
儒
教
以
上
に
其
の
實
を
擧
げ
て
居
る
。
彼
は
我
が
國
體
の
本
義

を
明
か
に
し
、
幕
末
の
大
儒
と
し
て
恥
づ
か
し
か
ら
ぬ
卓
見
を
述
べ
て
居
る
」
と
す
。

二
「
増
補
明
治
作
文
三
千
題
」

（
明
治
二
十
三
年
刊
、
和
綴
）

た
と
へ
ば
、
「
暑
中
休
暇
に
付
友
人
之
故
郷
に
歸
る
を
送
る
文

例
年
之
通
り
暑
中
休
暇
に
付
御
歸

省
の
由
御
雙
親
の
喜
悦
愚
察
奉
り
候
。
隨
而
酎
酒
壹
壜
聊
か
餞
儀
を
表
し
候
。
尚
御
不
在
中
御
寓
所
は
及

ば
ず
乍
ら
注
意
致
す
べ
く
候
。」
な
ど
。

三
「
吟
劍
詩
舞
道
漢
詩
集
（
絶
句
編
）」

（
日
本
吟
劍
詩
舞
振
興
會
、
昭
和
五
十
一
年
刊
、
非
賣
品
）

插
繪
に
笹
川
良
一
會
長
の
「
戰
犯
巣
鴨
獄
中
作
」
の
詩
あ
り
。

『
萬
象
森
羅
凡
て
是
れ
劇

乾
坤
一
宇
梨
園
に
比
す

人
生
五
十
喜
悲
の
幕

勝
敗
榮
光
兩
つ
な
が
ら
存
せ
ず
』

こ
の
詩
に
「
連
合
國
も
今
度
の
戰
爭
で
勝
利
を
得
た
か
ら
と
言
つ
て
手
放
し
で
喜
ん
で
は
い
け
な
い
。

ど
こ
ま
で
も
勝
者
と
し
て
裁
く
な
ら
、
そ
の
瞬
間
に
復
讐
に
見
舞
は
れ
る
種
を
自
ら
蒔
く
こ
と
に
な
る
だ

ら
う
」
と
い
ふ
警
告
を
附
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
提
出
、
拷
問
を
受
く
る
も
屈
せ
ず
と
。

本
書
は
日
本
篇
と
中
國
篇
よ
り
成
る
。

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
る
詩
は
空
海
の
「
後
夜
佛
法
僧
鳥
を
聞
く
」

一

東
京
古
書
會
館
古
書
市

土
屋

博



四
「
吟
劍
詩
舞
道
漢
詩
集
（
律
詩
・
古
詩
編
）」

（
日
本
吟
劍
詩
舞
振
興
會
、
昭
和
五
十
五
年
刊
、
非
賣
品
）

冒
頭
に
は
同
會
會
長
の
笹
川
良
一
氏
の
詩
あ
り
。

「
朝
に
吟
じ
夕
に
舞
う
て
心
身
を
練
り

あ
し
た

ゆ
ふ
べ

禮
節
持
し
來
つ
て
互
ひ
に
眞
を
養
ふ

き
た

世
界
は
一
家

皆
我
が
友

願
は
く
は
斯
道
を
興
し
て
人
倫
を
正
さ
ん
」

笹
川
氏
、
序
に
曰
く
、
「
吟
詠
・
劍
舞
、
詩
舞
に
は
三
つ
の
長
所
あ
り
。
①
魂
の
榮
養
劑
に
な
る
。
②

ス
ト
レ
ス
解
消
劑
に
な
る
。
③
か
ら
だ
の
健
康
や
美
容
に
役
立
つ
。」
と
。

小
生
瑞
典
に
駐
在
せ
し
と
き
、
笹
川
氏
來
瑞
せ
ら
る
。
瑞
典
王
室
關
係
者
の
歡
迎
パ
ー
テ
ィ
に
小
生
も

招
か
れ
、
笹
川
氏
と
握
手
の
機
會
あ
り
。
氏
は
小
柄
な
る
も
、
眼
光
炯
々
た
り
。

氏
は
王
室
關
係
者
よ
り
尊
敬
せ
ら
れ
あ
る
如
く
に
見
ゆ
。

五
「
作
文
良
材
」

（
一
二
三
館
、
明
治
三
十
四
年
刊
）

た
と
へ
ば
熾
仁
親
王
の
田
原
坂
の
碑
よ
り
、
「
鹿
兒
島
縣
は
西
海
に
於
て
地
最
も
廣
く
人
最
も
勇
に
し

て
西
郷
隆
盛
の
名
望
世
を
蓋
ふ
に
至
れ
り
。
海
内
の
人
士
、
其
の
進
退
を
伺
ひ
以
て
安
危
を
爲
す
。
明
治

十
年
二
月
隆
盛
叛
し
て
熊
本
城
を
圍
む
。
天
皇
震
怒
、
兵
を
發
し
て
之
を
討
つ
。
熾
仁
總
督
の
責
に
任

ず
」
と
。

六
「
受
驗

漢
文
單
語
の
整
理
」

（
有
精
堂
、
昭
和
四
年
初
版
、
昭
和
十
六
年
三
十
八
版
、
定
價
五
十
錢
）

記
憶
す
べ
き
名
詞
の
例
。
「
鼻
祖
、
始
祖
に
同
じ
。
人
の
生
を
享
け
る
に
あ
た
り
先
づ
鼻
が
出
來
、
然

る
後
耳
目
が
出
來
る
と
い
ふ
」
「
字
。
古
は
男
子
二
十
歳
に
し
て
冠
禮
を
行
ひ
始
め
て
字
を
つ
け
た
。
字

あ
ざ
な

を
用
ゐ
る
は
其
の
人
を
敬
ふ
爲
で
あ
る
。」
な
ど
。

七
「
日
本
儒
學
史
」
高
田
眞
治
著

（
地
人
書
館
、
昭
和
十
六
年
初
版
、
十
八
年
三
版
發
行
四
千
部
。
賣
價
壹
圓
八
十
八
錢
、
内
八
錢
は
特

別
行
爲
税
相
當
額
）

廣
瀬
淡
窓
に
つ
き
て
は
、
獨
立
學
派
と
し
て
位
置
づ
け
ら
る
。
「
淡
窓
は
も
と
よ
り
單
な
る
老
莊
派
で

も
な
く
、
ま
し
て
徂
徠
派
で
も
な
く
、
朱
子
學
派
で
も
な
く
、
折
衷
派
で
も
な
く
、
そ
の
學
風
は
淡
窓
獨

自
の
學
風
を
形
成
し
て
ゐ
る
。
即
ち
經
學
・
老
莊
學
を
兼
修
し
、
詩
人
と
し
て
も
高
名
で
あ
り
、
教
育
家

と
し
て
も
偉
大
で
あ
る
。」

高
田

眞
治
（

一
八
九
三
年
生
れ
）
は
、
儒
學
思
想
學
者
、
元
東
京
帝
國
大
學
教
授
。
大
分
縣
宇
佐
町

た
か
た
し
ん
ぢ

生
ま
れ
。

二



八
「
名
著
漢
文
選

全
」

（
山
海
堂
、
大
正
十
一
年
訂
正
再
版
）

文
部
省
檢
定
濟
、
中
學
校
漢
文
教
科
書
。

日
本
漢
文
と
漢
土
漢
文
、
均
衡
を
保
つ
構
成
と
な
れ
り
。

第
一
類
教
訓
類

貝
原
益
軒
の
愼
思
録
（
愼
思
な
る
語
は
中
庸
に
由
來
）。
朱
熹
の
近
思
録
（
近
思
な
る
語
は
論
語
に
由

來
）。第

二
類
史
談
類
。

大
槻
盤
溪
の
近
古
史
談
。
唐
の
蒙
求
。

第
三
類
歴
史
類
。

頼
山
陽
の
日
本
政
記
。
司
馬
遷
の
史
記
。

第
四
類
紀
行
文
。

竹
添
光
鴻
の
棧
雲
峽
雨
日
記
。
陸
遊
の
入
蜀
記
。

第
五
類
文
章
類
。

石
川
鴻
齋
撰
の
日
本
文
章
軌
範
。
唐
宋
八
家
文
。

九
「
日
本
文
明
史
」
大
町
芳
衞
著

（
博
文
館
、
明
治
三
十
六
年
刊
、
定
價
四
十
錢
）

帝
國
百
科
全
書
シ
リ
ー
ズ
の
第
百
壹
號
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
第
壹
號
は
高
山
林
次
郎
（
樗
牛
）
の
「
世

界
文
明
史
」
な
り
。
大
町
芳
衞
（
桂
月
）
は
樗
牛
と
大
學
同
級
な
れ
ば
、
本
書
に
は
特
別
意
欲
的
な
ら
ざ

る
べ
か
ら
ず
。

た
と
へ
ば
、
目
下
小
生
の
關
心
を
寄
す
る
江
戸
時
代
の
漢
學
者
に
つ
き
て
は
、
「
當
時
の
漢
學
者
は
よ

く
儒
教
を
以
て
日
本
思
想
界
の
中
心
と
な
し
、
餘
力
國
史
に
及
び
漢
文
漢
詩
に
及
び
、
其
詩
文
の
力
量
は

當
時
の
歌
人
、
國
文
家
に
ま
さ
れ
り
。
且
つ
儒
教
は
修
身
に
始
ま
り
平
天
下
に
終
る
教
な
れ
ば
、
漢
學
者

に
し
て
政
治
家
を
兼
ね
た
り
し
も
の
、
兼
山
、
蕃
山
、
徂
徠
、
白
石
、
平
洲
、
東
湖
、
松
陰
な
ど
一
々
數

ふ
る
に
遑
あ
ら
ず
。
仁
齋
の
古
家
、
徂
徠
の
古
文
辭
學
、
白
石
の
史
學
、
一
齋
、
山
陽
の
漢
文
、
茶
山
、

星
巖
の
漢
詩
な
ど
、
今
に
な
ほ
生
命
あ
る
也
」
と
あ
り
。

（
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
日
受
附
）

三


